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東京都公立学校の校長・副校長及び教員としての資質の向上に関する指標（栄養教諭）
～教職生涯を通じて学び続ける、新たな教師の学びの実現～

本指標は、教員自らが資質の向上に努められるよう、職層や成長段階に応じて身に付けるべき力を示しています。なお、現在よりも下位の職層や成長段階で示されている力は、既に身に付いているものとして構成しています。

教　   員 教育管理職等

職層
・

成長段階

栄養教諭 主任栄養教諭
主幹教諭（栄養）

職層

教育管理職候補

○ 専門的な知識・技能を活用し、校務を処理するとともに
同僚や教諭等に対して助言や支援を行い、地区内の栄
養教諭及び食育リーダー等への指導的役割を担うことが
できる。

教育管理職

基礎形成期 充実期
主幹教諭 副校長 校長

１年目～ ３年目～ ５年目～

○ 学校内外の実態把握に基づいた学校
経営方針を作成・提示し、広い視野で
リーダーシップを発揮して学校改革を推
進する。

○ 教職員とのコミュニケーションにより自校
の課題を捉えて解決策を立案し、課題
解決に向けて参画する。

○ 教職員の状況変化を敏感に捉え、組
織的な課題解決に向けて、校長と共に
働きやすい職場環境を推進する。

○ 教職員の状況等を的確に把握し、個々
の能力が最大限に発揮できる人材配
置と働きやすい職場環境を構築し、推
進する。

管理職を補佐しながら、教員を指導・
育成するとともに、積極的に学校経営に
関与する。

求められる
役割

○ 学校経営方針を受けて、他の教員に
リーダーシップを発揮して副校長を支え、
管理職として必要な学校経営ができる
力を身に付ける。

○ 学校経営方針の具現化に向けた方策
を作成・提示し、リーダーシップを発揮し
て教育活動の改善の中心となり、校長
と共に学校を経営する。

○ 学校内外との良好なコミュニケーションを
推進して、学校をとりまく関係者の相互
作用により、学校の教育力を最大化す
る。

公教育に携わる者として磨き続けるもの　「使命感」 「教育的愛情」 「人権意識」 「倫理観」　など

教
職
に
必
要
な
素
養

職層
・

成長段階

栄養教諭 主任栄養教諭
主幹教諭（栄養）

職層

教育管理職候補

○ 教員に対して指導・助言し、保護者・地
域・関係機関等と連携して担当する校
務を処理することができる。

○ 学校内外との良好なコミュニケーションを
実践し、学校の教育力を高める方策を
提案する。

○ 学校内外とのコミュニケーションの中心的
役割を担い、学校の教育力を高める。

求められる
役割や能力

○ 食に関する指導を推進するとともに、学校栄養職員とし
ての知識や経験に基づき、同僚や教諭等、及び地区内
の食育リーダー等への指導的役割を担う。

○ 主幹教諭を補佐しながら、校務分掌などにおける学校
運営上の重要な職務を遂行する。

○

○ 食に関する指導や学校給食の管理における栄養教諭と
しての基礎的な力を身に付けるとともに実践に生かすこと
ができる。

教育管理職

基礎形成期 充実期
主幹教諭 副校長 校長

１年目～ ３年目～ ５年目～

校務分掌を越えて学校経営に関わる
様々なデータや内外環境に関する情報
を収集・整理・分析し、管理職に提示
することができる。

学校経営に関わる様々なデータや内外
環境に関する情報を収集・整理・分析
し、校長と共に教職員に課題等を提示
し、解決することができる。

教
員
が
身
に
付
け
る
べ
き
力

学
習
指
導
力
・
学
校
給
食
の
管

理
に
関
す
る
力

学習指導要領の趣旨を踏まえるとともに教育課程に基
づき教育活動の質の向上を図ることの意義を理解するこ
とができる。

・ 同僚や教諭等と協働した授業研究や、指導上の課題を
捉えた指導・助言をすることができる。

年間授業計画の実施状況を把握し、
学年主任や教科主任に指導・助言をす
ることができる。

学級担任等と連携し、栄養教諭の専門性を生かした食
に関する指導を行い、地区内の食育リーダー等からの相
談に的確に応じることができる。

学
校
運
営
力
・

組
織
貢
献
力

・ 学校及び教職の意義、社会的役割・服務の厳正につい
ての理解に努め、組織の一員として校務に積極的に参
画することができる。

・ 生活指導上の課題に直面した際、他の教員に相談しな
がら解決することができる。

・ 児童・生徒がもつ個々の思いや悩み等を受け止め、学
校生活への適応や人格の成長への援助を行うことができ
る。

・ 児童・生徒の観察や、他の教員や関係
機関等との連携からの情報収集に基づ
き、自校の多様な課題を捉え、管理職
と連携して、個に応じた指導や集団指
導の改善策を提案し、実行することがで
きる。

・

学校経営に関わる様々なデータや内外
環境に関する情報を多面的な視点で
収集・整理・分析し、教職員に課題等
を明確に提示し、解決することができる。

・ 地区内の栄養教諭への助言や支援及び食育リーダー等
への支援を行うとともに、実態や課題を捉えて解決策を
提案することができる。

学校給食の意義及び背景を理解し、専門的な知識・技
能を活用しながら、学校給食の管理を行うことができる。

・ 食に関して特別の配慮を必要とする児童・生徒に対し、
校内支援体制の充実及び関係機関との連携を図りなが
ら、個別的な指導を行うことができる。

・ 自校の多様な課題について、解決策を提案することがで
きる。

児童・生徒の個性や能力を把握し、地
域・社会と連携しながら、自己実現に向
けた生活指導・進路指導の計画を立
て、推進することができる。

学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

学
校
経
営
力

学校経営方針に基づき、担当した分掌
における課題について解決策を提案し、
教職員を支援・指導して課題を解決す
ることができる。

学校経営方針を踏まえ、全教職員を適
材適所に配置して、組織的に学校の課
題を解決することができる。

学校経営目標達成のため、学校経営
上の課題を早期に把握し、課題解決の
ため、組織的に学校改革を推進すること
ができる。専門的な知識・技能を活用し、地区における食育推進

の意義及び背景を理解した上で、地区内の状況を把握
及び管理することができる。

・ 教育課程に基づき組織的かつ計画的に
教育活動の質の向上を図るとともに、学
校全体の年間授業計画や授業改善推
進プラン、評価計画等を作成することが
できる。

緊急時には適切に判断し、課題解決の
ための中心的役割を担うことができる。

・ 緊急時には適切に判断し、迅速な対応
を行うことにより状況を打開することがで
きる。

児童・生徒一人一人の可能性や活躍の場を引き出す
集団づくりを行い、児童・生徒に自己有用感をもたせるこ
とができる。

外
部
折
衝
力

・ 保護者等から寄せられる意見や要望を
副校長と共に的確に把握し、学校内外
の関係者との連携を活性化するための
方策を管理職に提案することができる。

・ 保護者や地域、関係機関等の意見や
要望を的確に把握し、地域・社会の教
育資源の活用や関係諸機関との連携
を積極的に進めて、校長の助言を受
け、適切に対応することができる。

・

コンプライアンスを徹底して、事故等の未
然防止のための具体的方策を提案し、
緊急時には適切に判断し対応すること
ができる。

様々な場合を想定した事故等の未然
防止策を具体的に策定し、コンプライア
ンスの徹底した職場環境を構築すること
ができる。

様々な危機に対する未然防止策を策
定し、コンプライアンスの徹底した職場環
境を構築することができる。

保護者や地域、関係機関等との信頼
関係を築き、連携・協働しつつ、適切に
地域・社会の教育資源を活用した学校
経営を行うことができる。

外
部
と
の

連
携
・

折
衝
力

・ 食育の推進について、他の教員・保護者・地域・関係機
関と連携協働して取り組むことができる。

・ 関係機関に対し学校の考えを明確に示すとともに、情報
収集を適切に行うなどして、円滑な関係を築くことができ
る。

他の教員と協力するとともに意思の疎通
を図り、職務遂行上の課題や能力開発
について相談に乗ったり助言したりするこ
とができる。

人
材
育
成
力

・ 授業や学級経営等について他の教職
員に指導・助言するとともに、人材育成
上の情報を管理職に適切に提示するこ
とができる。

生
活
指
導
力
・

進
路
指
導
力

・ 校長と共に授業観察等を積極的に行
い、全教職員の適性や能力を把握し、
個々の教職員に合った能力開発と人材
育成を行うことができる。

・ 多様な情報による人事考課制度を有
効に活用し、教職員の能力開発を行う
とともに、副校長や管理職候補者等の
人材発掘と人材育成を行うことができ
る。

・ 課題に応じて、他の教員・保護者・地域・関係機関と円
滑なコミュニケーションを図り、連携協働を通じて解決に
向けて取り組むことができる。

・ 自身や学校の強み・弱みを理解し、他の教員・保護者・
地域・関係機関との連携協働を通じて、教育活動をより
充実させることができる。

保護者・地域・関係機関からの要望や
苦情に対して、円滑かつ迅速な対応を
図ることができる。

・ 教育課題や教職員のニーズに対応した
協働的な校内研修やＯＪＴ等を組織的
に推進し、教職員が学びに向き合う研
修環境を整えることができる。

・ 教育課題や教職員のニーズに対応した
協働的な校内研修やＯＪＴ等を推進し
て教職員の自律的な成長を促し、人材
育成を活性化することができる。

食に関する指導の全体計画の策定など、担当する校務
分掌についての企画・立案や改善策を提案することがで
きる。

学校の課題を捉え、対応策等について管理職や主幹教
諭に提案することができる。

学校組織マネジメントの意義を理解した
上で、校務分掌全体の進行管理や分
掌間の調整をするとともに、管理職と十
分協議して、校長の指示の下、学校運
営することができる。

教
育
者

と
し
て
の

高
い
見
識

・ 東京都教育委員会及び所属する区市
町村教育委員会の教育目標や教育施
策について正しく理解し、実践することが
できる。

・ 主幹教諭を補佐し、職務を遂行するとともに、担当する
校務分掌の職務について、同僚や教諭等に指導・助言
することができる。

・ 学校教育を取り巻く環境の変化に合わ
せて常に学び続けるとともに、中・長期
的な視点での教員の人材育成を推進
することができる。

・ 学校の課題解決に向けて、教職員の
ニーズを踏まえた校内研修等について管
理職に提案し、教職員を指導・育成す
ることができる。

特別支援教育等に関して身に付けた知識に基づき、児
童・生徒の実態を把握して個別指導計画等を作成し支
援することができる。

・ 多様な児童・生徒のニーズに対応するために必要となる
知識や方法を身に付け、学習上・生活上の配慮や支援
を工夫することができる。

主任教諭等への指導・助言や発信を通
して、校内の特別な配慮等が必要な児
童・生徒への支援・教育を組織的に推
進することができる。

・ 地域・保護者等のニーズを把握し、教
育課題や教育施策に関する見識を生
かし、校長の学校経営方針を具現化す
ることができる。

・ 社会の変化を的確に捉え、教育に対す
る地域、保護者等都民の期待やニーズ
を把握し、中長期的視点と高い見識に
基づいた学校経営を行い、期待に応え
ることができる。

・ 児童・生徒の安全に関する知識、思考力、判断力や行
動力、危険を予測し回避する能力、他者や社会の安全
への貢献力の向上のための指導をすることができる。

・ 副校長と共に、授業におけるデジタルの
利活用や校務のデジタル化を推進する
ための具体的方策を提案することができ
る。

・ 授業におけるデジタルの利活用や校務
のデジタル化を推進するための具体的方
策を策定し、教職員に示すことができ
る。

・ 学校における教育のデジタル化に向けた
ロードマップを策定し、実現を図ることが
できる。

特別な配慮や支援への対応について、
学校全体で取り組むための組織編制を
行い、組織全体で推進することができ
る。

特別支援教育コーディネーターやＳＣ、
ＳＳＷ、保護者や外部の関係機関等と
協働し、組織的対応を行うことができ
る。

デジタルや情報・教
育データの利活用

・ デジタル技術を適切に活用して、児童・生徒の食に関す
る指導や学校給食の管理を効果的・効率的に進めるこ
とができる。

・ デジタル技術を適切に活用して児童・生徒の食に関する
課題を把握し、適切な指導計画を作成して食に関する
指導等を行うとともに、同僚や教諭等の指導の状況を把
握し、指導・助言することができる。

・ デジタル技術の効果的な活用等に向け
た研修計画の策定や、情報活用能力
の育成に向けた学校全体での体系的な
指導を推進することができる。

デジタルや
教育データの

利活用

特別な配慮や
支援への対応

・ 特別な配慮や支援への対応に関する校
内の体制整備等の具体的な方策を、
提案することができる。

・ 特別な配慮や支援への対応に関する体
制整備等を推進し、関係機関と連携し
て充実を図ることができる。

・

特別な配慮や支援
を必要とする子供
への対応

・

教育課題に
関する対応

・ 教育課題に関わる法的な位置付けや学習指導要領の
記述を確認するなどして課題に対する知見をもち、主体
的に対応することができる。

・ 教育課題に関する校務分掌での重要な役割を担い、主
幹教諭を補佐するとともに、同僚や教諭等に対して指
導・助言することができる。

教育データを活用し、児童・生徒の食育や生活指導に
生かしたりすることができる。

・ 児童・生徒の学習改善を図ったり、食育や生活指導に
生かしたりするための教育データの活用方法を提案する
ことができる。

・

・ 学校教育を取り巻く課題を敏感かつ的
確に把握して、取り組むべき課題や優
先順位、解決策を教職員に提示し、適
切な進行管理の下で、組織的に解決
することができる。

教育課題について高い専門性と優れた
指導力を身に付け、学校組織における
中心的な役割を担うとともに、管理職を
補佐し、教員の対応力向上に関して指
導・助言することができる。

教育課題に
関する対応

・ 教育課題についての高い専門性と優れ
た指導力を用いて、管理職に具体的か
つ実現性の高い解決策を提案し、組織
的な解決の中心的役割を果たすことが
できる。

・ 学校が直面する教育課題を的確に把
握して、校長を補佐して具体的かつ実
現性の高い解決策を企画し、適切な進
行管理の下で、組織的に解決すること
ができる。

校内のデジタル等の活用の推進を進行
管理し、改善に向け、指導・助言を行う
ことができる。

・ デジタル等を活用した校務の効率化の
推進について進行管理し、評価及び改
善案を提案することができる。

・ デジタル等を効果的に活用した学校運
営の組織編制を行い、点検・評価し、
改善することができる。

教育データを活用した業務の効率化を
推進することができる。

・


